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皐
月
晴
れ
の
美
し
い
東
京
で
一
般
社
団
法
人
大
学
女
性
協
会
の
第
１
回
定
時
会
員
総
会

が
行
わ
れ
た
。
出
席
者
1
6
1
名
（
出
席
支
部
24
支
部
）
が
J
A
U
W
の
新
し
い
出
発
を
祝

い
、
各
支
部
か
ら
は
新
た
な
息
吹
が
感
じ
ら
れ
た
。

一
般
社
団
法
人 

大
学
女
性
協
会

第
１
回
定
時
会
員
総
会
議
事
録

開
催
日
時

：

2
0
1
2
年
５
月
�3
日
（
日
）
�0

：

00
～
�2

：

�0

開
催
場
所

：

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル「
オ
リ
オ
ン
」（
千
代
田
区
平
河
町
２
丁
目
４
番
地
１
号
）

正
会
員
現
在
数

：

�
，0
5
9
名

定 

足 

数

：

5
3
0
名

出 

席 

者

： 
出
席
者
数
1
6
1
名　
　

議
決
権
行
使
出
席
者
数
4
8
1
名　
　

計
6
4
2
名

出
席
支
部

： 
札
幌
・
秋
田
・
仙
台
・
新
潟
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
長
野
・
東
京
・
神
奈

川
・
静
岡
・
愛
知
・
金
沢
・
福
井
・
京
都
・
奈
良
・
大
阪
・
神
戸
・
岡
山
・

広
島
・
大
分
・
熊
本
・
福
岡
・
長
崎 

以
上
24
支
部

欠
席
支
部

： 
小
樽
・
函
館
・
福
島
・
岐
阜
・
山
口
・
愛
媛
・
高
知
・
鹿
児
島 

以
上
８
支
部

理
事
出
席
者

： 
青
木
怜
子　

阿
部
幸
子　

高
田
武
子　

市
川
知
恵
子　

田
辺
光
子　

中
山

正
子　

牧
島
悠
美
子　

鷲
見
八
重
子　

岩
村
道
子　

西
村
寿
美
子　

端
本

和
子　

小
澤
紀
子　

城
倉
純
子　

桑
折
美
子　

宮
下
好
子

監
事
出
席
者

：

加
藤
恭
子　

野
瀬
久
美
子

議
事
録
の
作
成

：

青
木
怜
子

 

司
会　

副
会
長　
　

高
田　

武
子

Ⅰ
．
会
議
開
始

Ⅰ
．
総
会
成
立
確
認 

総
務　
　

桑
折　

美
子

　

 

2
0
1
2
年
５
月
�3
日
、
午
前
�0
時
現
在
の
出
席
者
数

1
4
7
名
、有
効
議
決
権
行
使
数
4
8
1
名
、合
計
6
2
8

名
と
な
り
、
定
款
第
４
章
第
�7
条
に
基
づ
き
、
正
会
員
現

在
数
�
，0
5
9
名
の
過
半
数
5
3
0
名
以
上
の
出
席
に

よ
り
、
総
会
が
成
立
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

Ⅰ
．
開
会
の
辞 

会
長　
　

青
木　

怜
子

Ⅰ�

．
議
長
承
認　
　

定
款
第
４
章
第
�6
条
に
よ
り
、
青
木
怜

子
会
長
が
議
長
と
な
る
。 

承
認

Ⅰ�

．
黙　
　

祷　
　

逝
去
会
員
８
名
の
冥
福
を
祈
っ
て
、
一

同
起
立
、
黙
祷
。

Ⅰ
．
書
記
選
出　
　

本
部

：

桑
折
美
子
・
宮
下
好
子 

承
認

Ⅰ
．
議
事
録
署
名
人
選
出　
　

阿
部
幸
子
・
高
田
武
子

 

承
認

Ⅰ
．
一
般
社
団
法
人
移
行
に
つ
い
て
の
経
過
報
告

 

阿
部　

幸
子

　

 

2
0
1
2
年
４
月
１
日
に
、
一
般
社
団
法
人　

大
学
女
性

協
会
の
登
記
完
了
の
報
告
が
あ
っ
た
。
2
0
0
6
年
６
月

以
来
、
法
人
選
択
の
方
向
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、

2
0
0
8
年
度
、
2
0
0
9
年
度
は
定
款
の
変
更
の
案
の

策
定
、
新
法
人
と
し
て
の
機
関
設
計
を
検
討
。
2
0
1
0

年
度
の
総
会
で
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
を
承

認
。
2
0
1
1
年
度
の
総
会
で
［
定
款
変
更
の
案
］、
定
款

関
連
規
程
、並
び
に
移
行
認
可
申
請
等
々
に
つ
い
て
承
認
。

2
0
1
1
年
７
月
22
日
に
電
子
申
請
に
よ
る
申
請
手
続

き
。
�0
月
に
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
に
よ
る
審
査
を

受
け
、
�0
月
�4
日
に
認
可
が
決
定
。
2
0
1
2
年
３
月
2�

日
付
で
移
行
認
可
書
の
交
付
、
登
記
手
続
き
を
行
う
。
以

上
の
経
過
報
告
が
あ
っ
た
。

第
１
回
定
時
会
員
総
会
特
集

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
を
完
了

Ⅰ
．
議　
　

事

　

第
１
号
議
案　
　

2
0
1
1
年
度
事
業
報
告

　
　

 

各
担
当
理
事
よ
り
、
定
時
会
員
総
会
議
案
書
「［
第
１
号

議
案
］
2
0
1
1
年
度
事
業
報
告
」
に
基
づ
き
提
案
説

明
が
な
さ
れ
た
。

　
　

１
． 

総
務
報
告
（
会
務
報
告
） 

総
務　
　

宮
下　

好
子

　
　

２
．
事
業
報
告

　
　
　

１
．
調
査
・
研
究
及
び
啓
発
・
提
言

 

調
査
・
研
究
担
当　
　

鷲
見
八
重
子

　
　
　
　

・
⑴ 

セ
ミ
ナ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
公
開
講
演
会

の
開
催　
【
13）
福
井
支
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム  

７
月
23
日　
「
誰
が
担
当
？
地
域
で
支
え
る

高
齢
者
介
護
」
出
席
98
名
】
を
追
記

　
　
　
　

・
⑵ 

調
査
・
研
究　

3
教
育
委
員
会
に
記
載
さ
れ

て
い
る　
【
２
．J
A
U
W
を
代
表
し
て
国
際

婦
人
年
連
絡
会
の
教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
委

員
会
に
参
加
】
を
削
除

　
　
　

２
． 

国
内
奨
学
金
の
授
与
・
研
究
奨
励
の
た
め
の
表

彰 

国
内
奨
学
担
当　
　

岩
村　

道
子

　
　
　

３
． 

国
際
奨
学
金
の
授
与
・
国
際
協
力
の
た
め
の
女
性

人
材
育
成 

国
際
支
援
担
当　
　

西
村
寿
美
子

　
　
　

４
． 

I
F
U
W
並
び
に
国
内
外
の
女
性
団
体
等
と
の

協
働

 

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当　
　

牧
島
悠
美
子

第１回定時会員総会　都市センターホテル「オリオン」にて（2012年5月13日）

UWAタイ総会のお知らせ
国際委員会　　
人材育成委員会

第９回UWAタイ総会　20�2年��月�6日～�8日　バンコクにて
“Roles of Women as Peace Makers”
「平和構築の担い手としての女性の役割」

発表希望者は20�2年�0月１日までに、参加希望者は20�2年��月５日までに国際
委員会を通して申し込みをお願いいたします。
なお、この会議に参加して発表を希望する方若干名に対し、JAUW人材育成委
員会では渡航支援を行います。支援を希望する方は所定の申請書に必要な事項
を記入し、本部事務所人材育成委員会まで申し込んで下さい。

＊詳細は JAUWのウェブサイト「人材育成委員会」のページを参照。

　

大
学
女
性
協
会
は
、本
年
の
４
月
１
日
に
一

般
社
団
法
人
へ
の
移
行
を
完
了
し
、新
た
な
出

発
を
い
た
し
ま
し
た
。青
木
怜
子
会
長
が
初
代

の
代
表
理
事
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

５
月
�3
日
に
行
わ
れ
た
第
１
回
定
時
会
員
総

会
で
新
役
員
へ
の
交
代
が
あ
り
、会
長
・
代
表

理
事
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。国
の

法
人
改
革
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
社
団
法
人
か

ら
新
法
人
へ
の
移
行
は
、理
事
会
及
び
特
別
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
５
年
に
及
ぶ
長
期

間
の
作
業
を
必
要
と
し
ま
し
た
が
、私
も
そ
の

メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
実
務
作
業
に
携
わ

っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
、一
般
社
団
法
人
と
し

て
の
体
制
づ
く
り
と
、本
部
・
支
部
の
一
体
化

に
よ
る
事
業
の
推
進
を
引
き
続
き
担
当
す
る

こ
と
が
私
の
責
務
で
あ
る
と
思
い
、微
力
な
が

ら
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、ご
支
援
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
般
社
団
法
人
は
、
自
律
的
な
運
営

を
行
う
団
体
で
す
が
、移
行
法
人
と
し
て
公
益

目
的
事
業
を
実
施
し
て
い
る
間
は
、
行
政
庁

（
内
閣
府
）
の
監
督
を
受
け
な
が
ら
の
運
営
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。総
会
で
の
決
算
承
認

後
に
、改
め
て
公
益
目
的
財
産
の
確
定
額
を
申

請
し
、移
行
法
人
と
し
て
の
公
益
目
的
支
出
計

画
実
施
期
間
は
�7
年
間
に
確
定
い
た
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
民
法
法
人
と
し
て
の
歩
み
の
中

で
会
員
の
多
大
な
努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
た

資
産
（
公
益
目
的
財
産
）
を
、
本
法
人
が
活
動

の
柱
と
し
て
き
た
４
つ
の
継
続
事
業
（
セ
ミ

ナ
ー
実
施
等
調
査
・
研
究
事
業
、
奨
学
事
業
、

国
際
奨
学
を
含
む
人
材
育
成
事
業
、I
F
U
W

並
び
に
女
性
団
体
等
と
の
協
働
活
動
）に
有
効

に
活
用
し
、各
事
業
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、会
計
区

分
上
は
そ
の
他
事
業
に
く
く
ら
れ
て
い
る
広

報
活
動
や
会
員
事
業
な
ど
は
、こ
れ
か
ら
一
般

社
団
法
人
と
し
て
自
由
な
事
業
展
開
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。移
行
期
間
が
終
了

し
た
時
点
で
の
大
学
女
性
協
会
の
活
動
を
支

え
る
事
業
と
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、こ
の
こ
と

を
視
野
に
入
れ
て
事
業
の
幅
を
広
げ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
女
性
協
会
は
、�
9
4
6
年
の
設
立
以

来
、女
性
の
教
育
の
推
進
と
地
位
向
上
を
目
指

し
て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

女
性
の
高
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
、社
会
進
出

は
か
な
り
進
み
、男
女
格
差
は
解
消
し
た
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、未
だ
社
会
の
随
所
に

格
差
が
根
強
く
存
在
し
、名
実
と
も
に
男
女
共

同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、改
め
て

女
性
の
教
育
の
推
進
と
地
位
向
上
を
目
指
し

た
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
が
活
動
の
中
心
に
据
え
て
い
る
全

国
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、2
0
�
2
・
2
0
�
3
年

度
の
テ
ー
マ
に「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

と
教
育
」を
掲
げ
ま
し
た
。
教
育
の
あ
ら
ゆ
る

局
面
で
のGender Equality

を
実
現
す
る
こ

と
が
社
会
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思

う
か
ら
で
す
。
大
震
災
後
、男
女
共
同
参
画
社

会
へ
向
け
て
漸
く
動
き
始
め
た
よ
う
に
思
え

ま
す
。
今
こ
そ
、私
た
ち
も
新
し
い
時
代
を
拓

く
た
め
に
活
動
し
、発
言
・
提
言
し
て
い
き
た

い
と
願
う
も
の
で
す
。

新
し
い
時
代
を
拓
く

 

会　

長　

阿　

部　

幸　

子
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・ 

10）
静
岡
支
部　

６
．
に
記
載
さ
れ
て
い
る
名
称

ユ
ニ
フ
ェ
ム
をUN W

om
en

に
変
更

　
　
　

５
． 

会
報
及
び
図
書
・
資
料
集
等
の
刊
行
及
び
広
報

 

広
報
担
当　
　

端
本　

和
子

　
　
　

６
． 
会
員
等
の
親
睦
及
び
啓
発
、
そ
の
他
会
員
活
動

 

支
部
担
当　
　

城
倉　

純
子

　
　
　

７
． 

本
部
・
支
部
の
総
会
、
会
議
等
の
開
催

 

総
務　
　

桑
折　

美
子

　
　
　

８
． 

会
員
の
状
況
（
2
0
1
2
年
３
月
3�
日
現
在
の

正
会
員
数
） 

総
務　
　

桑
折　

美
子

　

第�

２
号
議
案　
　

2
0
1
1
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告 

会
計　
　

市
川
知
恵
子
・
田
辺　

光
子

　
　

 

会
計
理
事
よ
り
、
定
時
会
員
総
会
議
案
書
「［
第
２
号
議

案
］
2
0
1
1
年
度
決
算
報
告
―
貸
借
対
照
表
、
正
味

財
産
増
減
計
算
書
、
財
務
諸
表
に
対
す
る
注
記
」
に
基

づ
き
提
案
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

監
査
報
告 

監
事　
　

加
藤　

恭
子
・
野
瀬
久
美
子

　
　

 

監
事
よ
り
、
定
時
会
員
総
会
議
案
書
「
監
査
報
告
書
」

に
基
づ
き
、
社
団
法
人
大
学
女
性
協
会
の
2
0
1
1
年

度
（
2
0
1
1
年
４
月
１
日
か
ら
2
0
1
2
年
３
月
3�

日
ま
で
）
に
お
け
る
業
務
及
び
会
計
の
監
査
が
４
月
�6

日
に
な
さ
れ
た
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

　

事
業
監
査
報
告 

監
事　
　

加
藤　

恭
子

　

 

（
監
査
方
法
と
概
要
）

　
　

 

理
事
会
及
び
そ
の
他
の
会
議
に
出
席
し
、
理
事
か
ら
の

業
務
の
報
告
を
聴
取
し
、
議
事
録
そ
の
他
関
係
書
類
の

閲
覧
な
ど
必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
方
法
に
よ
り
、
事
業

計
画
に
基
づ
く
業
務
執
行
の
妥
当
性
に
つ
い
て
監
査
し

た
。

　

 

（
監
査
意
見
）

　
　

事
業
報
告
書
の
内
容
は
事
実
で
あ
る
と
認
め
る
。

　
　

 

理
事
の
職
務
執
行
に
関
す
る
不
正
の
行
為
、
ま
た
は
法

令
も
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
は
な
い
と

認
め
る
。

　

会
計
監
査
報
告 

監
事　
　

野
瀬
久
美
子

　

 

（
監
査
方
法
と
概
要
）

　
　

 

予
算
書
を
参
考
に
、
収
支
に
つ
い
て
帳
簿
並
び
に
関
係

書
類
の
閲
覧
照
合
な
ど
、
必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続

に
よ
り
計
算
書
類
の
正
確
性
に
つ
い
て
監
査
し
た
。

　

 

（
監
査
意
見
）

　
　

 

財
務
諸
表
（
正
味
財
産
増
減
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
並

び
に
財
産
目
録
）
は
適
正
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
本
社

団
法
人
の
本
事
業
年
度
の
正
味
財
産
増
減
の
状
況
及
び

本
事
業
年
度
期
末
現
在
の
財
産
の
状
態
を
正
し
く
示
し

て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

　

 

議
長
は
、
第
１
号
議
案
「
2
0
1
1
年
度
事
業
報
告
」
な

ら
び
に
第
２
号
議
案
「
2
0
1
1
年
度
決
算
報
告
及
び
監

査
報
告
」
に
つ
い
て
の
質
問
・
意
見
を
求
め
た
の
ち
、
同

議
案
へ
の
承
認
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
同
議
案
は
異

議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

 

高
田
特
設
委
員
長
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
災
害
地
支
援
の

た
め
の
高
校
生
奨
学
金
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　

・
募
金
額
合
計　

4
，4
8
3
，7
8
6
円

　
　
　
　

J
A
U
W
会
員　

3
，2
3
2
，3
2
7
円

　
　
　
　

I
F
U
W
会
員　

 

5
1
9
，0
4
8
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
含Hegg Hoffet

奨
学
金

3
0
0
，0
0
0
円
）

　
　
　
　

一
般
（
個
人
・
団
体
）　

3
4
6
，9
0
0
円

　
　
　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
収
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
8
5
，0
1
9
円

　

 

2
0
1
1
年
８
月
に
５
名
の
奨
学
生
を
決
定
、
９
月
か
ら

奨
学
金
毎
月
１
万
円
を
各
奨
学
生
に
授
与
。
現
在
も
継
続

中
。

　

 

引
き
続
き
、
青
木
会
長
が
こ
の
事
業
へ
の
会
員
の
協
力
に

対
し
、
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

第
３
号
議
案　
　

2
0
1
2
年
度
事
業
計
画

　
　

 

各
担
当
理
事
よ
り
、
定
時
会
員
総
会
議
案
書
「［
第
３
号

議
案
］
2
0
1
2
年
度
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
提
案
説

明
が
な
さ
れ
た
。

　
　

事
業
計
画
案

　
　

１ 

．
調
査
・
研
究
及
び
啓
発
・
提
言

 

調
査
研
究
担
当　
　

鷲
見
八
重
子

　
　
　

・ 

2
0
1
2
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
日
、
場
所

に
つ
い
て
決
定
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

開
催
日

：

2
0
1
2
年
�0
月
�4
日
（
日
）

　
　
　
　

場
所

：

日
本
女
子
大
学　

桜
楓
２
号
館

　
　

２ 

．
国
内
奨
学
金
の
授
与
・
研
究
奨
励
の
た
め
の
表
彰

 

国
内
奨
学
担
当　
　

岩
村　

道
子

　
　

３ 

．
国
際
奨
学
金
の
授
与
・
国
際
協
力
の
た
め
の
女
性

人
材
育
成 

国
際
支
援
担
当　
　

西
村
寿
美
子

　
　
　

・ 

文
化
交
流
委
員
会　

１
．「
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
」観

劇

：
６
月
�0
日
（
土
）
を
９
日
に
訂
正

　
　

４ 

．
I
F
U
W
並
び
に
国
内
外
の
女
性
団
体
等
と
の
協

働 

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当　
　

牧
島
悠
美
子

　
　
　

・ 

静
岡
支
部
登
録
団
体　

名
称
ユ
ニ
フ
ェ
ム
をUN 

W
om
en

に
変
更

　
　

５ 

．
会
報
及
び
図
書
・
資
料
集
等
の
刊
行
及
び
広
報

 

広
報
・
情
報
担
当　
　

端
本　

和
子

　
　

６ 

．
会
員
等
の
親
睦
及
び
啓
発
、
そ
の
他
会
員
活
動

 

支
部
担
当　
　

小
澤　

紀
子

　
　

７ 

．
本
部
・
支
部
の
総
会
、
会
議
等
の
開
催

 

総
務　
　

桑
折　

美
子

　

 

以
上
、
第
３
号
議
案
に
対
し
議
長
か
ら
質
問
・
意
見
を
求

め
た
と
こ
ろ
、会
員
の
減
少
に
対
す
る
増
強
策
、2
0
1
2

年
度
新
法
人
移
行
に
伴
う
今
年
度
の
大
き
な
目
標
、
国
際

会
議
参
加
の
た
め
の
人
材
育
成
等
に
つ
い
て
議
場
か
ら
発

言
が
あ
っ
た
。
次
い
で
議
長
が
、第
３
号
議
案「
2
0
1
2

年
度
事
業
計
画
」
に
つ
い
て
の
承
認
を
議
場
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
同
議
案
は
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

第�

４
号
議
案　
　

2
0
1
2
年
度
収
支
予
算

 

財
務
理
事　
　

中
山　

正
子

　
　

 

財
務
理
事
よ
り
、
定
時
会
員
総
会
議
案
書
「［
第
４
号
議

案
］
2
0
1
2
年
度
収
支
予
算
―
正
味
財
産
増
減
計
算

書
ベ
ー
ス
、正
味
財
産
増
減
計
算
書
ベ
ー
ス（
内
訳
表
）」

に
基
づ
き
提
案
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

 

次
い
で
議
長
が
、
第
４
号
議
案
「
2
0
1
2
年
度
収
支
予

算
」
に
つ
い
て
の
質
問
・
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
補
正

予
算
等
へ
の
質
問
が
あ
り
、
そ
の
の
ち
、
承
認
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、同
議
案
は
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

第�

５
号
議
案　
　

会
長
候
補
者
の
選
出
並
び
に
理
事
・
監

事
の
選
任 

総
務　
　

桑
折　

美
子

　
　

 

理
事
・
監
事
の
全
員
が
本
定
時
会
員
総
会
の
終
結
と
同

時
に
任
期
満
了
に
つ
き
改
選
を
要
す
る
た
め
、「
役
員
選

考
委
員
会
に
関
す
る
規
程
」
に
基
づ
き
、
役
員
候
補
者

の
選
考
が
行
わ
れ
、
田
中
正
子
役
員
選
考
委
員
会
委
員

長
に
よ
る
選
考
経
過
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
の

ち
、
桑
折
理
事
よ
り
理
事
候
補
者
�2
名
、
お
よ
び
監
事

候
補
者
２
名
の
提
案
が
あ
っ
た
。
尚
、
全
会
員
に
仮
候

補
者
の
推
薦
を
依
頼
。
理
事
お
よ
び
監
事
候
補
者
の
選

考
結
果
は
、
第
１
回
定
時
会
員
総
会
招
集
ご
通
知

（
2
0
1
2
年
４
月
20
日
全
会
員
に
発
送
済
み
）に
掲
載

　

 

議
長
は
、
定
款
第
５
章
第
22
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
第
１

回
定
時
会
員
総
会
議
案
書
記
載
の
理
事
・
監
事
候
補
者
の

選
任
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
異
議
な
く
こ
れ
を

承
認
し
下
記
の
通
り
選
任
可
決
し
た
。
尚
、被
選
任
者
は
、

い
ず
れ
も
そ
の
席
上
で
就
任
を
承
諾
し
た
。

記

　
　
　

理
事 

阿
部　

幸
子　
（
再
任
）

　
　
　

理
事 

柏
木　

京
子　
（
新
任
）

　
　
　

理
事 

佐
々
木
澄
子　
（
新
任
）

　
　
　

理
事 

城
倉　

純
子　
（
再
任
）

　
　
　

理
事 

鷲
見
八
重
子　
（
再
任
）

　
　
　

理
事 

高
田　

武
子　
（
再
任
）

　
　
　

理
事 

田
辺　

光
子　
（
再
任
）

　
　
　

理
事 

西
村
寿
美
子　
（
再
任
）

　
　
　

理
事 

牧
島
悠
美
子　
（
再
任
）

　
　
　

理
事 

森
川　

淳
子　
（
新
任
）

　
　
　

理
事 

小
澤　

紀
子　
（
再
任
）

　
　
　

理
事 

鈴
木
キ
ミ
ヱ　
（
新
任
）

　
　
　

監
事 
大
森
た
へ
子　
（
新
任
）

　
　
　

監
事 
野
瀬
久
美
子　
（
再
任
）

　

 

更
に
、
定
款
第
５
章
22
条
２
項
に
基
づ
き
、
会
長
候
補
者

と
し
て
阿
部
幸
子
理
事
が
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
た
。

　

第�

６
号
議
案　
　

任
期
中
の
理
事
・
監
事
の
欠
員
を
補
充

す
る
案

　
　

 

議
長
は
、
第
６
号
議
案
「
任
期
中
の
理
事
・
監
事
の
欠

員
を
補
充
す
る
案
」
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
を
説
明
し

た
上
で
、
そ
の
事
案
が
最
終
的
に
は
定
款
第
22
条
に
抵

触
す
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
撤
回
し
た
い
と
す
る
案
を
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

 

以
上
を
も
っ
て
第
１
回
定
時
会
員
総
会
の
す
べ
て
の
議
案

の
審
議
を
終
了
し
、
議
事
に
関
わ
る
総
会
の
閉
会
を
会
場

に
伝
え
た
。

　

 

以
上
、こ
の
議
事
録
が
正
確
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
た
め
、

議
長
及
び
議
事
録
署
名
人
２
名
は
下
記
に
記
名
押
印
す

る
。

　

2
0
1
2
年
５
月
�3
日

　
　

 

一
般
社
団
法
人　

大
学
女
性
協
会　

第
１
回
定
時
会
員

総
会

　
　
　

議
長

 

青　

木　
　

怜　

子　

印

　
　
　

議
事
録
署
名
人

 

阿　

部　
　

幸　

子　

印

　
　
　

議
事
録
署
名
人

 

高　

田　
　

武　

子　

印

一
般
社
団
法
人　

会
員
総
会
（
午
後
の
部
）
記
録

開
催
日
時

：

2
0
1
2
年
５
月
�3
日　

�3
：
�5
～
�5
：
45

開
催
場
所

：

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
「
オ
リ
オ
ン
」

司　
　

会

：

阿
部
幸
子　

高
田
武
子

新
理
事
の
担
当
発
表

　

 

阿
部
新
会
長
よ
り
、
2
0
1
2
年
度
第
２
回
通
常
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
定
款
第
５
章
第
22
条
２
項
、
理
事
会
職
務

規
程
第
３
条
、
第
４
条
に
基
づ
き
、
会
長
（
代
表
理
事
）

の
選
定
及
び
副
会
長
、
業
務
執
行
理
事
並
び
に
担
当
理
事

の
選
定
が
行
わ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

出
席
者

：

全
理
事
（
�2
名
）、
監
事
（
２
名
）、

　

各
役
職
名
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

記

　

会
長
（
代
表
理
事
） 

阿
部　

幸
子

　

業
務
執
行
理
事

　
　

副
会
長
（
企
画
担
当
） 

高
田　

武
子

　
　

副
会
長
（
総
務
担
当
） 

牧
島
悠
美
子

　
　

総
務 

田
辺　

光
子

　
　

財
務 

森
川　

淳
子

　
　

会
計 

柏
木　

京
子

　

担
当
理
事

　
　

調
査
・
研
究
担
当 

鷲
見
八
重
子

　
　

奨
学
事
業
担
当
（
併
任
） 

鷲
見
八
重
子

　
　

国
際
支
援
担
当 

西
村
寿
美
子

　
　

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当 

城
倉　

純
子

　
　

広
報
担
当 

佐
々
木
澄
子

　
　

支
部
担
当
（
東
京
支
部
） 

小
澤　

紀
子

　
　

支
部
担
当 

鈴
木
キ
ミ
ヱ

　
　

監
事 

大
森
た
へ
子

　
　

監
事 

野
瀬
久
美
子

新
会
長
挨
拶

 

司
会　

会
長　

阿
部　

幸
子
・
副
会
長　

高
田　

武
子

Ⅰ
．
懇　
　

談

　

⑴ 

一
般
社
団
法
人
の
組
織
と
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。 

会
長　
　

阿
部　

幸
子

　

⑵ 

2
0
1
2
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

 

副
会
長　
　

高
田　

武
子

　
　

テ
ー
マ

：

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
と
教
育

　
　

開
催
日

： 
2
0
1
2
年
�0
月
�4
日
（
日
）

　
　

開
催
場
所

：

日
本
女
子
大
学　

桜
楓
２
号
館

　

⑶ 

支
部
・
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

 

各
支
部
長
・
各
委
員
長

　
　

① 

出
席
各
支
部
長
（
含
副
支
部
長
、
代
理
）
よ
り
支
部

活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
　

② 

2
0
1
2
年
度
第
２
回
通
常
理
事
会
に
お
い
て
選
任

さ
れ
た
事
業
、
会
員
、
広
報
、
情
報
、
国
際
、
国
内

N
G
O
、
女
性
の
地
位
、
教
育
、
国
内
奨
学
、
社
会

福
祉
、
科
学
研
究
奨
励
、
国
際
奨
学
、
人
材
、
文
化

交
流
の
各
委
員
会
委
員
長
（
含
代
理
）
よ
り
委
員
会

活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

⑷
そ
の
他

　
　

① 

U
W
A
会
議
開
催
に
つ
い
て
、
支
部
へ
チ
ラ
シ
配
布

と
説
明 

C
I
R
穐
田　

信
子

　
　
　

テ
ー
マ　

 「
平
和
構
築
の
担
い
手
と
し
て
の
女
性
の

役
割
」

　
　
　

日
程　
　

2
0
1
2
年
��
月
�6
日
～
�8
日

　
　
　

場
所　
　

バ
ン
コ
ク

　
　

② 

国
会
議
員
に
ク
オ
ー
タ
制
導
入
を
求
め
る
運
動
に

J
A
U
W
他
複
数
の
団
体
が
そ
の
呼
び
か
け
人
と
な

っ
て
い
る
こ
と
の
報
告 

青
木　

怜
子

　
　

③ VGIF

（Virginia Gildersleeve International 
Fund

）
へ
の
理
解
と
活
動
に
つ
い
て
の
説
明

 

平
野　

和
子

　
　

④ 

今
年
退
任
の
理
事
・
監
事
の
紹
介
が
あ
り
、
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。 

阿
部　

幸
子

Ⅰ
．
次
期
総
会
開
催
地
に
つ
い
て 

青
木　

怜
子

　

 

前
総
会
開
催
地
岡
山
支
部
へ
の
謝
辞
に
続
き
、
第
２
回
定

時
会
員
総
会
は
、
2
0
1
3
年
５
月
�9
日
愛
知
に
お
い
て

開
催
す
る
こ
と
を
報
告

Ⅰ
．
次
期
総
会
開
催
承
認
の
挨
拶�

愛
知
支
部
長

 

寺
田　

純
子

Ⅰ
．
総
会
運
営
委
員
長
挨
拶�

運
営
委
員
長

 

阿
部　

幸
子

Ⅰ
．
閉
会
の
辞 

副
会
長　
　

高
田　

武
子
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20�2年度 支部長名簿
支部名 氏　名
小 樽
札 幌
函 館
秋 田
仙 台
福 島
新 潟
茨 城
栃 木
群 馬
長 野
東 京
神奈川
静 岡
愛 知
岐 阜
金 沢
福 井
京 都
奈 良
大 阪
神 戸
岡 山
広 島
山 口
愛 媛
高 知
大 分
熊 本
福 岡
長 崎
鹿児島

加　藤　好　江
吉　田　孝　子
川　口　百合子
谷地森　涼　子

小　林　裕　子
今　高　博　子
増　渕　民　子
植　原　映　子
森　　　かをる
小　澤　紀　子
市　川　知恵子
山　下　いづみ
寺　田　純　子

柳　生　裕　子
山　田　由　美
中　川　慶　子
水　上　戴　子
片　岡　み　か
加　藤　啓　子
真　邉　和　美
吉　村　幸　子

和　田　輝　美
大　堂　喜三子
和　栗　方　子
梅　田　和　子

【敬称略】

20�2年度 理事・監事名簿
役職名 氏　名

会 　 長
副 会 長
副 会 長
総 　 務
財 　 務
会 　 計
調査研究担当
国内奨学担当
国際支援担当
国際ネットワーク担当
広 報 担 当
支 部 担 当
支 部 担 当
監 　 事
監 　 事

阿　部　幸　子
高　田　武　子
牧　島　悠美子
田　辺　光　子
森　川　淳　子
柏　木　京　子
鷲　見　八重子
鷲　見　八重子
西　村　寿美子
城　倉　純　子
佐々木　澄　子
小　澤　紀　子
鈴　木　キミヱ
野　瀬　久美子
大　森　たへ子

【敬称略】

 

運
営
委
員
長　

阿　

部　

幸　

子

　

今
年
度
の
全
国
総
会
は
、
新
法
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
に

当
た
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
東
京
支
部
の
協
力
を
得
て
、
本

部
主
催
で
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
５
月
�3
日
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
５
階
会
議
室

を
会
場
と
し
て
開
催
、
午
前
�0
時
か
ら
�2
時
�0
分
ま
で
は
第

１
回
定
時
会
員
総
会
、
午
後
は
３
時
半
ま
で
の
約
２
時
間
、

例
年
通
り
の
懇
談
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。総
会
受
付
で
は
、

実
行
委
員
会
の
発
案
に
よ
り
参
加
者
全
員
に
紅
白
饅
頭
が
配

ら
れ
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
初
め
て
迎
え
た
定
時
会
員
総

会
を
参
加
者
1
6
1
名
全
員
で
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
４
時
よ
り
階
上
の
別
室
で
1
1
9
名
が
参

加
し
て
新
法
人
発
足
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
井
元
会

長
の
ご
発
声
で
乾
杯
、
会
食
に
移
っ
て
か
ら
、
法
人
の
移
行

準
備
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
元
会
長
・
副
会
長
の

皆
様
方
の
ご
挨
拶
、
出
席
支
部
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
会
場

は
少
し
手
狭
で
し
た
が
、
立
食
形
式
な
の
で
参
加
者
の
緊
密

な
交
流
も
で
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
祝
賀
・
懇
親
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

総
会
前
日
、
�2
日
の
午
後
１
時
か
ら
津
田
ホ
ー
ル
１
階
会

議
室
で
開
か
れ
た
支
部
長
会
で
は
、
短
い
時
間
で
し
た
が
今

後
の
支
部
運
営
に
必
要
な
情
報
伝
達
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
支
部
長
・
委
員
長
合
同
会
議
は
、

今
回
、
特
別
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
公
益
目
的
支
出
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
や
、
支
部
と
本
部
委
員
会
と
が
協
働
し
て

行
う
調
査
・
研
究
活
動
の
在
り
方
な
ど
特
に
継
続
事
業
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
支
部
長
か
ら
の
活
発
な
ご
発

言
が
あ
り
、
今
後
の
事
業
展
開
に
期
待
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　

５
時
か
ら
は
、
総
会
関
連
行
事
と
し
て
、
津
田
ホ
ー
ル
で

「
祝
賀
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
新
規
事
業
委
員
会
に
よ
る
企
画
で
し
た
が
、
会
員

の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
50
万
円
を
超
え

る
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
久
保
陽
子
様
か
ら
は
出
演
料
を
東
日
本
大
震

災
災
害
地
支
援
事
業
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
紙

面
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
１
回
定
時
会
員
総
会
報
告

祝賀会で挨拶する阿部運営委員長

2012年度　シンポジウム
「男女共同参画社会の形成と教育」

日時：20�2年�0月�4日（日）
場所：日本女子大学・新泉山館（国際交流施設）
　　　〒��2－868�　東京都文京区目白台�－�9－�0
　　　℡　03－3943－3�3�（日本女子大学総務課）
　　　・JR目白駅から徒歩約�5分
　　　・都営バス　新宿駅西口行き
　　　　　乗車：目白駅前バス停、下車：日本女子大前
　　　　　※都営バス　日本女子大学直行バスは日曜日運休
　　　・東京メトロ副都心線「雑司ヶ谷」下車徒歩８分
　　　・東京メトロ有楽町線「護国寺」下車徒歩�0分
日程　９：30～　開会・あいさつ
　　　９：40～�0：50　基調講演Ⅰ
　　　　東京学芸大学学長　村松泰子氏
　　　　　題「男女共同参画社会に資する学校教育・大学とは」
　　　�0：55～�2：05　基調講演Ⅱ
　　　　前千葉県知事・元参議院議員　堂本暁子氏
　　　　　題「女性の政治参加、災害と男女共同参画」
　　　�3：00～�4：45
　　　　シンポジウム１「男女共同参画社会と教育」
　　　　　各委員会・支部活動報告と意見交換
　　　�4：50～�6：35
　　　　シンポジウム２「女性の政治参加」
　　　　　各委員会・支部活動報告と意見交換
　　　�6：40　閉会
多くの皆様のご参加をお待ちしています。

久保陽子ヴァイオリンコンサート
事業委員会コンサート係　鷲　見　八重子

　総会の前日、５月�2日（土）津田ホールで開催された久保陽子ヴァイオリンコンサートは、JAUW新
法人スタート記念にふさわしい高揚感と和やかな空気に満たされた素晴らしい演奏会となった。
　久保さんといえば早くも�960年代にパリに留学しパガニーニ国際コンクールやロンティボー国際コ
ンクールで２位に入賞され、その後もずっと世界的な演奏活動を続けてこられた。とくに私たち同世代
には憧れのヴァイオリニストだ。このたびは JAUWの活動に賛同され、久保さん特愛の名曲を９曲も
選んで情熱と魂を注いで弾いてくださり、一曲ごとに琴線が震える感動をおぼえた。
　プログラムはクライスラーの「プニャーニの様式による前奏曲とアレグロ」に始まり、ヴィエニアフ
スキ２曲、パガニーニと続く。百武恵子さんの優しく寄り添うようなピアノ伴奏が心地よい。難曲で知
られるパガニーニの「24のカプリスより」から３曲弾かれるときは、「さあ、パガニーニ先生を弾いて
こなくては」と、舞台の袖で一呼吸おいてから出ていかれた。演奏はいつも一回限りの出会いのような
ものだ。久保さんの熱い思いが聴衆の心にどう届いたか、それは目には見えないが不思議なことに会場
の空気感がちがってくる。

　休憩をはさんで後半のサンサーンスも、バッ
ハの「パルティータ第３番」も、すばらしい至
福の時であった。最後はサラサーテの「ツィゴ
イネルワイゼン」。心が弾み、会場に大きな拍手
と笑顔があふれた。
　久保さんはギャラをすべて当協会の東日本被
災高校生支援事業に寄付して下さり、望外の嬉
しいプレゼントに感激！そして青木怜子会長か
らの感謝とアンコール、「ユーモレスク」と「タ
イスの瞑想曲」の余韻を胸にホールをあとにし
ました。

演奏をする久保陽子さん

国
際
委
員
会
か
ら

国
際
委
員
長　

旦　

ま
ゆ
み

〈
奨
学
金
〉
奨
学
金
の
額
に
つ
い
て
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｗ
か
ら
調

査
の
依
頼
が
あ
り
、
各
支
部
を
含
め
た
奨
学
金
総
額

に
つ
い
て
昨
年
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
2
0
0
9
年
度

は
��
支
部
か
ら
8
�
�
，
7
3
0
円
、
2
0
�
0
年

度
に
は
�2
支
部
か
ら
�
，
�
0
9
，
7
4
0
円
の
奨

学
金
が
授
与
さ
れ
た
と
集
計
結
果
が
出
ま
し
た
。
本

部
の
国
内
奨
学
金
と
国
際
奨
学
金
の
合
計
は
、

2
0
0
9
年
度
は
総
額
4
5
0
万
円
、
2
0
�
0
年

度
は
4
9
0
万
円
に
上
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
で
は
毎

年
総
額
5
0
0
万
円
以
上
の
奨
学
金
を
授
与
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｗ
全
体
で
は
、
年
間

2
0
0
万
ド
ル
を
超
え
る
額
に
な
っ
た
と
の
紹
介
が

IFU
W
 U
pdate 7 June 20�2

に
も
載
っ
て
い
ま
す
。

各
支
部
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

〈
第
９
回
Ｕ
Ｗ
Ａ
タ
イ
総
会
〉

2
0
�
2
年
��
月
�6
日
～
�8
日　

バ
ン
コ
ク
に
て

ペ
ー
ジ
⑴
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
第
31
回
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｗ
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
総
会
〉

2
0
�
3
年
８
月
�6
日
～
2�
日

学
際
セ
ミ
ナ
ー
発
表
者
募
集
（
応
募
締
切
り

2
0
�
2
年
８
月
3�
日
）

Interdisciplinary 

（ID

） Sem
inars

“W
om
en

’s role in achieving a sustainable 
future: Education, urbanization, violence and 
hum
an rights

”

「
持
続
可
能
な
未
来
の
た
め
の
女
性
の
役
割
：
教
育
、

都
市
化
、
暴
力
と
人
権
」

＊
詳
し
く
は
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｗ
ま
た
は
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
会
と
祝
賀
会
場
風
景

総会風景祝賀会で支部紹介する茨城支部 総会バザー風景
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調査・研究事業
新法人の継続事業とは？―支部長・委員長合同会議の報告から―

　一般社団法人に移行後の移行法人の事業は、公益目的支出計画により行われま
す。申請にあたり、私たちは定款に基づく４つの継続事業を目標にかかげました。
そのひとつが「啓発・提言」事業であり、定款第５条の⑴にある「女性の教育の
向上、福祉の推進及び男女共同参画社会形成に向けての調査・研究及び啓発・提
言」となります。
　継続事業は「継続性」と「公益性」が問われます。その点、当協会は�946年の
創設以来、社会の先進的テーマを掲げて調査・研究の成果を世に問い、会報や報
告書により関係各省ならびに関係団体に向け提言を行ってきました。特に、�98�
年から2004年まで24年間にわたり文部科学省の国庫補助事業として、毎年秋にシ
ンポジウムあるいはセミナーを開催し、教育、高齢者福祉、環境、ICT社会、女
性のエンパワメントとジェンダー平等、国際理解と平和の課題等々、つねに時代

に先駆けて多岐にわたる啓発と提言を行ってきた経緯があります。
　認可・監督にあたる内閣府からハナマルを頂戴した堂々たる内容です。ただ、
公益性を高めるためには、一般の人々にも「啓発・提言」が届くよう広報のあり
かたを工夫する必要があるでしょう。また、全国に支部をもつ大学女性協会とし
ては、その利点を生かすよう支部とのさらなる協働が求められます。その意味で
20�0年度からスタートした教育委員会を中心とする「ジェンダーの視点から家庭
科教育を考える」をテーマに行う意識調査は、８つの支部が協働する初めての試
みであり、どのような分析結果を発信できるか楽しみなところです。
　継続事業の原資は、おもにこれまで先輩方が苦労して貯めてこられた資産（古
いお財布）でまかなわれます。こうして、世のため人のためになる事業が継続で
きる喜びを、会員のみなさまと一緒に分かち合いたいと願っております。

女性の地位委員会

  委員長　平　井　和　子

　女性の地位委員会は、女性の地位に関する調査・研
究を行い、その向上を図ることを主な目標としていま
す。具体的な主な活動には、JAUWのセミナー、シン
ポジウムに参加する他、次の３つがあります。第一に
毎年、国連の女性の地位委員会（CSW）は、翌年に向
けてテーマを発表しますが、それに沿って、私達女性
の地位委員会は、調査・研究を進めます。今年のテー
マは、「女性と女児への暴力の防止と根絶」（20�3年度）
です。本委員会はこのテーマに今までも取り組んでき
ましたが、今回は、更に具体的に、ハーグ条約と家庭
内暴力並びにデートDVの面から、研究を始めていま
す。第二に本委員会は、国際人権規約完全実施促進連
絡会議に代表を送り、難民、慰安婦、脱原発、人権規
約一般、国際組織犯罪防止条約等につき、順次意見交
換を重ね、関係省庁に提出する要望書を作成していま
す。第三に本委員会は、日本女性監視機構の団体役員
として、若い女性をCSW及び関連国連会議に送り出す
ことに力をそそいでいます。現在は「リオ＋20」、「男
女共同参画と災害・復興20�2」等に関わっています。
調査・研究を進めていく過程で昨年７月には、「90年以
降の農山村女性の地位の変化と課題」のテーマで篠崎
正美氏を講師に公開講演会を開きました。このテーマ
は20�2年のCSWのテーマに沿っています。今年は、ま
だ講演会を行うかどうかについては、検討中です。

教育委員会

  委員長　長　田　満　江

　日本の女性の地位が国際的に低位にあるのはなぜ
なのか。教育に負うところが大きいのではないのか。
　教育委員会は「ジェンダーの視点から家庭科教育
を考える」をテーマに、昨年は高等学校の家庭科教
科書の中でジェンダーがどのように扱われているか
を検討した。今年は高校生、大学生及び家庭科教員
にアンケート調査を行い、家庭科教育の実態と生徒
の平等意識・ジェンダー理解について分析すること
にしている。アンケート調査はJAUWの７つの支部
及び数人の個人会員との協働の下に実施されてい
る。７支部とは、愛知・茨城・岡山・金沢・奈良・
福井・福岡の各支部で、他に神奈川支部の３人が個
人として協働研究に参加する。アンケート対象の生
徒数は支部によって差はあるものの、約�,000人程度
で、教育委員会が扱うアンケート数を含め、総数
�0,000人近い人数となる見込み。
　家庭科の授業の中で平等教育がどの程度実践され
ているのか、生徒の平等意識やジェンダー理解を深
めるような教育になっているのか、もしそうでない
としたら、今後の家庭科教育をどう変えていくべき
なのか、アンケートの集計・分析を通して明らかに
したいと考えている。この面で協働して下さる支部
や関心のある方が居られたら、是非参加して欲しい
と切に願っている。

社会福祉委員会

  委員長　縄　田　眞紀子

　当委員会の役割は、「社会福祉に関する調査を行い
その増進を図り、併せて社会福祉奨学金に関する事
項を行う。」です。
　その一つ「社会福祉に関する調査を行いその増進
を図る。」では、福祉教育を取り上げ20��年度セミ
ナーにおいて、「高等学校家庭科に見る福祉教育の現
状」について報告しました。調査期間は２年でした。
５出版社の教科書の読み比べと検討、國學院大学栃
木短期大学准教授亀井佑子先生と千葉県立鎌ヶ谷高
等学校教諭石島恵美子先生を講師に迎え勉強会を２
回開催、続いて高等学校３校（男女共学）の家庭科
の授業を参観しました。
　これらを通して、人生を考え始める高校生にとっ
て、「生きる力」という理念の共有、基礎的・基本的
な知識・技術の習得と実践、思考力・判断力・表現
力の育成が欠かせないこと、それには男女共修の家
庭科教育の果たす役割が大変大きいことを痛感しま
した。家庭科の男女共修世代が増えるにつれ、家庭
生活の男女の役割の柔軟化や男女共同参画意識が高
まり、ひいては地域社会、企業社会、一般社会での
あり方もさらに改善されることが期待されます。
　今年度も福祉と学校教育をテーマに取り組み、福
祉の増進につなげていきたいと考えます。
　ご興味のある方は是非ご参加ください。

  事業担当理事　鷲　見　八重子

事業紹介

2012年度　委員会名簿
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ �0 �� �2 �3 �4

事業委員会 会員委員会 広報委員会 情報委員会 国際委員会 国内NGO
委員会

女性の地位
委員会 教育委員会 国内奨学

委員会
社会福祉
委員会

科学研究奨励
委員会

国際奨学
委員会

人材育成
委員会

文化交流
委員会

委員長
加藤　恭子

委員長
秋月　薫

委員長
端本　和子

委員長
松鹿　光

委員長
旦　まゆみ

委員長
五十嵐康子

委員長
平井　和子

委員長
長田　満江

委員長
岡部　佳世

委員長
縄田眞紀子

委員長
今野美智子

委員長
廣田　里子

委員長
青木　怜子

委員長
堀　美知子

井口美登利
岩田　良子
大川　薫代
大森たへ子
奥津　成子
齊藤　智恵
佐々木洋子
鈴木美代子
鷲見八重子
関口　瑞穂
太刀川洋子
中山　正子
中山　律子
縄田眞紀子
野口紀美子
早瀬　暢子
藤谷　文子
細田　照子
松崎　和子
松村美枝子
森川　淳子
八ツ橋宣子
山崎　邦子
山村　敬子

磯村　明子
後藤　晶子
庄司　ヨシ
西田　節子
橋本津栄子
福田　文子
堀口　裕子
三浦由紀子
溝渕ひろ子
村木　晴子
吉村　光代

穐田　信子
岩田　玲子
尾上　夏子
柏木　京子
小池　朋子
佐々木澄子
早瀬　暢子
日置　惠子
福士仁三代
松本　佳子
百束　礼子
山崎　邦子

遠藤　理枝
岡部　佳世
福田　満代
宮下　好子

穐田　信子
栢森　公子
速水　葉子
平川　敦子
平野　和子
廣田　里子
藤村久美子
村木　晴子

伊藤智恵子
長田　満江
城倉　純子
田中　正子
田辺　光子
野瀬久美子
牧島悠美子
松鹿　光
松比良節子
丸山　庸子
望月　浪江
矢鋪　真澄
柳堀　朗子

大塚佐枝美
上川　陽子
加納　孝代
高田　素子
田中　正子
野田　恭子
林　　恭子
廣田　輝子
房野　桂
増淵　民子
丸山　庸子
柳本祐加子
山下いづみ
山本　和代
和田　安代

秋月　薫
石川　良美
大森たへ子
向後紀代美
後藤　晶子
下村　辰枝
関井　友子
田中　正子
端本　和子
橋本　慶子
東山セツ子
福田　文子
牧島悠美子
松岡　幸子

秋光　正子
今井　けい
岩村　道子
小澤　紀子
冠木　敦子
窪田　憲子
坂上栄美子
鷲見八重子
高梨　禮子
辻　　英子
中村　昌美
縄田眞紀子
平間　充子
松崎　園子
森川　淳子

磯村　明子
伊藤智恵子
遠藤　理枝
木原　優子
桑折　美子
駒木三枝子
児林　英子
柴　加奈子
鈴木　光子
玉井美枝子
長岡　茂子
中平　玲子
中山　律子
二木　睦
林　　幸子
望月　浪江

蟻川　芳子
稲葉　カヨ
岩村　道子
小野　幸子
加藤美砂子
香取　浩子
熊谷　晶子
時枝　裕子
櫻木　雅子
西澤　直子
浜崎　浩子
八木　江里

市川知恵子
岩村　道子
加納　孝代
古山みゆき
佐々木澄子
真田　雅子
田中　正子
時枝　裕子
西尾　順子
浜崎　浩子
平野　和子

坂上栄美子
鷲見八重子
時枝　裕子
西村寿美子
野瀬久美子
平間　充子
広瀬　晴子
廣田　輝子
村木　晴子
山下いづみ

磯村　明子
大森たへ子
加藤　恭子
川崎　協子
草薙美智子
橋本　慶子
浜地　悌子
宮下　好子
百束　礼子
八木　博子
矢鋪　真澄
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新
潟
支
部
活
動
見
直
し
の
あ
れ
こ
れ

 

新
潟
支
部
長　

小　

林　

裕　

子

　

ご
多
分
に
も
れ
ず
、
新
潟
支
部
も
会
員
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
現
在
の
会
員
数
は
�0
年
前
の
�
／
2
の

46
名
。
活
動
の
見
直
し
が
急
務
と
考
え
、
会
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
な
取

組
を
始
め
た
。

�
．
例
会
活
動
の
見
直
し

　

従
来
ど
お
り
年
間
�0
回
の
例
会
を
開
催
す
る
。
高
齢
者

に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、
テ
ー
マ
の
幅
を
広

げ
る
が
、
そ
れ
も
J
A
U
W
ら
し
い
切
り
口
で
。
ま
た
、

親
睦
旅
行
、
奨
学
賞
の
つ
ど
い
や
忘
年
会
な
ど
、
従
来
全

額
参
加
者
負
担
だ
っ
た
も
の
に
支
部
活
動
費
を
支
出
、
参

加
し
や
す
い
も
の
に
す
る
。
一
般
市
民
に
も
参
加
し
て
も

ら
う
公
開
例
会
を
年
に
一
度
は
開
催
す
る
。

2
．
支
部
奨
学
金
の
増
額
と
推
薦
か
ら
応
募
へ
の
変
更

　

奨
学
賞
と
し
て
の
3
万
円
か
ら
奨
学
金
5
万
円
に
増

額
。

　

加
え
て
、
従
来
は
大
学
に
奨
学
生
の
推
薦
を
依
頼
し
て

い
た
が
、
今
年
か
ら
応
募
形
式
に
改
め
、
単
に
成
績
上
位

者
あ
る
い
は
人
望
云
々
で
は
な
く
、
J
A
U
W
の
活
動
目

的
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
に
よ
る
小
論
文
で
募
集
す
る

こ
と
と
し
た
。

3
．
本
部
と
の
連
携

　

か
つ
て
個
人
的
に
依
頼
し
て
本
部
役
員
を
招
い
て
公

開
例
会
を
開
催
し
た
経
験
か
ら
、
も
っ
と
緊
密
に
本
部
と

の
連
携
を
図
れ
な
い
も
の
か
と
考
え
、
本
部
役
員
に
よ
る

講
師
の
一
覧
表
の
作
成
を
依
頼
。
こ
の
ほ
ど
実
現
し
、
早

速
9
月
の
公
開
例
会
で
牧
島
悠
美
子
副
会
長
か
ら
ク

オ
ー
タ
制
に

つ
い
て
お
話

い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
。

か
ね
て
本
部

の
活
動
と
の

温
度
差
を
痛

感
し
て
い
た

地
方
支
部
に

と
っ
て
、得
難

い
刺
激
で
あ

り
、本
部
の
ご

理
解
と
ご
協

力
に
感
謝
し

て
い
る
。

最
近
の
札
幌
支
部

 

札
幌
支
部
長　

加　

藤　

好　

江

　

札
幌
支
部
は
今
年
発
足
65
周
年
を
迎
え
て
祝
賀
会
を

行
い
ま
し
た
。
厳
し
い
環
境
下
で
の
会
設
立
へ
の
熱
い
情

熱
と
尽
力
、
そ
の
歴
史
を
知
り
、
会
へ
の
想
い
を
新
た
に

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
品
の
紅
筆
は
会
員
に
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
減
少
が
進
み
ま
す
が
、
研
修
・
文
化
・
国
際
・

報
道
の
4
委
員
会
に
よ
る
例
会
は
毎
年
充
実
し
た
内
容

で
企
画
・
実
行
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
札
幌
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
見
学
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
女
性
の
講
演
会
「
女
性

の
目
で
見
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
と
教
育
」、会
員
の「
か

な
書
社
中
展
」
鑑
賞
会
、
読
書
会
「
こ
こ
ろ
の
声
を
聴
く
」

河
合
隼
雄
対
話
集
、「
皇
帝
の
愛
し
た
ガ
ラ
ス
展
」
鑑
賞

会
を
し
ま
し
た
。
ど
の
会
で
も
、
豊
か
な
時
を
過
ご
せ
た

と
い
う
満
足
感
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
第
�
回
例
会
は
、

北
海
道
初
上
陸
と
い
う
「
大
原
美
術
館
展
」
鑑
賞
会
で
し

た
。
参
加
�8
名
で
団
体
特
典
の
学
芸
員
の
解
説
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
好
評
で
し
た
。

　

一
般
公
開
の
講
座
・
同
好
会
は
古
典
輪
読
会
、
俳
句
同

好
会
、パ
ス
テ
ル
画
の
会
、英
文
雑
誌
を
読
む
会
が
あ
り
、

会
員
が
講
師
な
ど
の
中
心
と
な
っ
て
月
�
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
支
部
H
P
を
見
た
と
言
っ
て
参
加
者
が
あ
る
の

は
嬉
し
い
こ
と
で
す
し
、
広
報
紙
「
ミ
ニ
・
ニ
ュ
ー
ス
」

が
1
7
1
号
を
迎
え
た
こ
と
も
誇
り
で
す
。

　

こ
の
3
月
に
9
年
ぶ
り
に
発
行
し
た
記
録
誌
「
あ
ゆ
み

8
号
」
は
、
誌

面
の
構
成
に

至
る
ま
で
編

集
委
員
の
パ

ソ
コ
ン
で
行

い
ま
し
た
。い

ざ
と
な
る
と
、

驚
異
の
力
量

を
発
揮
す
る

頼
も
し
い
仲

間
の
集
う
札

幌
支
部
で
あ

る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。と

は
い
え
、新
会

員
の
獲
得
に

は
や
は
り
苦

労
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

豊と
よ

の
国
か
ら

 

大
分
支
部
長　

和　

田　

輝　

美

　

大
分
は
温
泉
や
海
の
幸
、
山
の
幸
そ
し
て
人
の
心
の
幸

に
も
恵
ま
れ
た
豊
の
国
で
す
。
会
員
は
二
十
四
名
で
、
教

育
や
医
療
関
係
者
が
多
い
で
す
。

　

年
間
行
事
は
、
ま
ず
春
に
総
会
。
議
事
等
終
了
後
、
卓

話
が
あ
り
ま
す
。
講
師
は
で
き
る
だ
け
会
員
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
次
に
講
演
会
で
す
が
、
本
年
度
は
別
府
大
学

利
光
教
授
の
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
の
歴
史

と
文
化
」
の
講
演
で
す
。
秋
に
は
県
内
各
地
に
研
修
旅
行

に
行
き
ま
す
。
昨
年
度
は
別
府
大
学
井
上
教
授
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
ご
夫
妻
の
歓
迎
夕
食
会
（
別

府
杉
乃
井
ホ
テ
ル
）
に
十
名
程
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
夫
婦
共
、
気
さ
く
な
方
で
し
た
。（
夫
人
は

日
本
人
）
冬
に
は
外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
会
が
あ
り
、

前
述
の
井
上
教
授
に
お
世
話
願
い
、
別
府
大
学
で
日
本
語

を
学
ん
で
い
る
学
生
に
、
日
本
語
で
故
郷
や
文
化
等
の
紹

介
や
研
究
発
表
す
る
場
を
提
供
し
た
後
、
懇
親
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
月
二
回
の
源
氏
物
語
講
座
の
講
師
は
会
員
の

柏
田
知
子
先
生
で
す
。
年
度
末
に
は
会
報
ク
ラ
ル
テ
を
刊

行
（
現
在
十
五
号
ま
で
）。
会
務
報
告
の
他
、
紀
行
文
や

随
筆
な
ど
会
員
の
原
稿
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

先
輩
か
ら
代
々
受
け
継
い
で
い
る
『
居
心
地
の
良
い
会

の
雰
囲
気
』
が
大
分
支
部
の
自
慢
で
す
。

岡
山
支
部
か
ら
こ
ん
に
ち
は

 

岡
山
支
部
長　

真　

邉　

和　

美

　

私
た
ち
は
会
員
64
名
で
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

「（
一
社
）
J
A
U
W
の
新
定
款
に
支
部
活
動
も
整
合
性
を

持
た
せ
る
」「
役
員
会
、
委
員
会
、
同
好
会
等
々
の
内
、
自

分
の
や
り
た
い
活
動
を
選
ん
で
参
画
す
る
」「
J
A
U
W

の
歴
史
を
共
有
す
る
」
と
い
う
３
点
を
運
営
の
基
本
方
針

に
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
人
が
で
き
る
場
に
で
き
る
活
動

を
楽
し
ん
で
自
発
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
総
会
で
の
基
本

方
針
決
定
後
は
、
委
員
会
も
同
好
会
も
役
員
会
も
そ
れ
ぞ

れ
が
責
任
を
も
っ
て
企
画
運
営
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
同

時
並
行
で
実
に
多
く
の
活
動
が
進
行
し
て
い
ま
す
。（
＊

下
記
）
ま
る
で
本
部
並
み
で
し
ょ
う
か
！
言
い
換
え
れ

ば
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
力
を
発
揮
で
き
る
場
が
い
つ
も

あ
る
の
で
す
。
休
ん
で
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
団
体
と

は
目
的
に
向
か
っ
て
働
き
動
い
て
い
る
も
の
と
い
う
定

義
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
J
A
U
W
会
員
一
人
ひ

と
り
が
素
晴
ら
し
い
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
使
わ
な
い
で

い
る
な
ん
て
実
に「
も
っ
た
い
な
い
！
」限
り
で
す
。「
今

度
は
あ
れ
ね
！
」「
あ
ぁ
、
期
限
が
く
る
！
」
等
と
、

J
A
U
W
の
名
を
誇
り
に
そ
れ
ぞ
れ
が
頭
と
身
体
を
常

に
動
か
し

て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
る

く
ら
い
が

い
い
の
か

も
し
れ
ま

せ
ん
。
活
動

が
目
の
前

に
常
に
あ

る
こ
と
が
、

岡
山
支
部

の
元
気
の

源
な
の
で

し
ょ
う
ね
。

〈岡山支部活動概要〉

総会
役員会（随時）
委員会 （ 総務・国際・企画、

各随時）
臨時部会（家庭科調査）
定例会（４回）
会員研修会（４回）
市民向け公開講演会（３回）
見学会（３回）
外国人弁論大会（１回）
同好会（ 古典・パソコン・

歴史・英語・俳
句、各月１回）

本部諸活動への積極参加
（随時）

＊さくらランプの会
（元支部長会）

発足65周年祝賀会

支　

部　

だ　

よ　

り

外国人留学生との交流会

2011年度大学女性協会全国セミナーで発表ー10月15日

第28回外国人による日本語弁論大会

≪理事会から≫

● 20�2年度国際奨学生２名が決定。
● 20�2年度東日本大震災災害地支援奨学金受給者は、高校１
年生２名、３年生２名が決定。
　継続５名と合わせて９名に支給する。
●  JAUWの活動紹介用リーフレットを作成、全会員にも配布
する。

● シンポジウムのプログラムを決定。会場を日本女子大学 新
泉山館に変更。企画・運営委員会により運営される。

新入会員（理事会承認）　20�2年１月～７月
茨 城 支 部
長沼　早苗
群 馬 支 部
亀田　好子
東 京 支 部
阿部　啓子
栢森　公子
樋口　佳子
山下　玲子
神 奈 川 支 部
速水　葉子
静 岡 支 部
石原　良江

京 都 支 部
塩尻　かおり

大 阪 支 部
片岡　みか
田島　節子
平敷　允子

神 戸 支 部
鈴木　陽子
林　　由貴子
三科　綾

岡 山 支 部
金　　恵淑

福 岡 支 部
豊福　美代
松藤　泰代
大 分 支 部
濱田　彩美
熊 本 支 部
佐方　宏子
峠　　小百合
長 崎 支 部
川崎　涼子
中尾　理恵子

事務所の

夏休みのお知らせ

８月11日（土）

� ～19日（日）

事務所は夏期休業いた
します。
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　高血圧の病態は、様々な病因が複雑に絡み合って形成されており、未解明の部分が多
い。なかでも腎臓および内分泌性因子は高血圧形成因子として重要であり、さらに、そ
れらに密接なかかわりを持つ交感神経活動の役割が近年注目されている。具体的には治
療抵抗性高血圧患者の治療として、カテーテル焼灼術による腎除神経を行うと持続的な
降圧効果が得られたと報告され世界的に話題となっており、日本でも治療法の導入に備
え関連学会が委員会を立ち上げている。この交感神経活動の出力を規定するのは中枢で
あるが、高血圧における中枢神経系の果たす役割については不明の点も多い。
　私は高血圧における中枢性交感神経亢進の役割について一貫した研究を行い、「脳内酸
化ストレスを介した交感神経亢進」が昇圧機序に重要であることを、肥満や食塩過剰摂
取に伴う高血圧において明らかにした。すなわち、高脂肪食の負荷によって生じた肥満
を伴う軽症高血圧モデルラットにおいては、脳内酸化ストレスが有意に増大し、抗酸化
薬の脳室内急性投与に対する腎交感神経抑制ならびに降圧反応の増強を認めた。肥満や
メタボリックシンドロームでは食塩感受性高血圧を呈することが知られているが、食塩
感受性高血圧モデルラットにおいても同様の昇圧機序が関与している可能性を示唆する
成績を得た。さらに最近、食塩過剰状態を伴う慢性腎臓病合併高血圧ラットにおいて、
脳内に抗酸化薬を慢性的に投与することにより、交感神経抑制、血圧低下、ならびに腎
機能改善が認められ、脳内抗酸化治療による交感神経抑制は降圧効果のみならず腎保護
も期待できることを明らかにした。以上のように、病態に類似性が多い肥満および食塩
感受性高血圧、さらに、これらと関連する慢性腎臓病において、「脳内酸化ストレス→中
枢性交感神経亢進→血圧上昇→腎障害」という一連のメカニズムを明らかにしてきた。
　現在は、脳内酸化ストレスを介した交感神経亢進の上流因子として、肥満や食塩過剰
状態に深い関係を有し、酸化ストレス産生機序の一つであるアルドステロン／ミネラロ
コルチコイド受容体の脳内における役割について検討中である。以上の成績をもとに、
交感神経抑制をターゲットとした降圧療法の発展に寄与することを今後の目標としてい
る。

高血圧における中枢性交感神経亢進の役割
―メタボリックシンドロームをはじめとす
る各種高血圧における検討―

東京大学医学部附属病院　腎臓・内分泌内科　特任助教
藤　田　恵

守
田
科
学
研
究
奨
励
賞
受
賞
者
論
文
概
要

　植物は食害されると誘導反応を引き起こす。その誘導反応の一つに揮発性物質（匂い）
の放出があり、その匂いは食害する虫の天敵を誘引することが知られている。私は、こ
の誘導性の匂いが天敵だけではく、生物群集的に幅広く影響を与え、多様な生物種が時
空間的に共存する主要な要因であることを実証してきた。以下、主な成果を述べる。
　⑴生物間相互作用ネットワークの解明：植物-植物を食べる虫２種-その虫に寄生する
寄生バチ（天敵）２種の２つからなる食物連鎖において、虫の食害を受けた植物から誘
導的に生産される匂いは食害する虫の種に応じて異なっており、その虫の天敵を特異的
に誘引することを明らかにした。また、どの特異的匂い成分が各天敵を誘引するのかと
いう化学生態的な研究にも発展し、その成果は農業生態における応用技術の開発に繋が
った。これらの結果に基づき「植物の匂いが媒介する生物間相互作用ネットワーク」と
いう概念を提出し、これまでの生物間相互作用研究・群集生態学に新たな視点を与えた。
⑵植物間コミュニケーションの野外実証研究：被害植物からの匂いが隣接する健全な植
物の誘導反応を引き起こすという現象（植物間コミュニケーション）を世界に先駆けて、
野外で実証した。さらに、植物がクローンの匂いを認識すること、すなわち植物間コミ
ュニケーションにおける血縁認識を示唆した。植物の自己－非自己認識能力は、まった
く予想できない新規の発見である。⑶植物の匂い物質の多機能性：植物が放出する匂い
の一つ、青葉アルコールに代表される「緑のかおり」が植物－天敵、植物－病原菌間の
相互作用において重要な情報であることを、遺伝子組み換え植物を用いて明らかにした。
これは植物の遺伝学的基盤を改変することによって植物の匂いを介した生物間の共進化
過程を解明するという、新規のアプローチである。また、夜行性昆虫数種において、夜
行性行動を支配する要因は光ではなく植物由来の匂いの昼夜の変化であるという事実を
発見した。本成果は現在の昆虫の日周性における定説（光と温度が日周性を制御）に再
考を促す極めて重要な成果である。
　現在はこれらの研究成果、視点をもとに、生物多様性の維持における植物の匂いの重
要性の解明と、植物の匂いを利用した農業技術開発に取り組んでいる。

植物揮発性物質がもたらす生物間相互
作用の研究
－生物多様性メカニズムに迫る－

京都大学　白眉センター　特定助教
塩　尻　かおり

国
際
奨
学
生
研
究
報
告
会

 

国
際
奨
学
委
員　

平　

野　

和　

子

　

３
月
24
日
、
国
際
奨
学
生
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
・
チ
ャ
ウ
さ
ん
と

エ
マ
ン
・
ア
ブ
デ
ル
ナ
ビ
イ
さ
ん
の
研
究
報
告
会
が
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
か
れ
た
。
チ
ャ
ウ
さ
ん
は
「
香
港
と
日

本
の
女
性
に
見
る
官
能
的
な
ダ
ン
ス
に
よ
る
女
性
の
性
的
力

の
構
築
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
（
平
野
通
訳
）。
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
、
否
定
的
な
捉
え
方
を
さ
れ
が
ち
な
日
本

で
、
そ
う
し
た
官
能
的
な
ダ
ン
ス
を
余
暇
活
動
と
し
て
習
う

女
性
が
増
え
て
い
る
（
日
本
全
国
で
�0
万
人
）
現
状
か
ら
、

そ
の
要
因
を
探
ろ
う
と
、
自
ら
ダ
ン
ス
教
室
に
体
験
入
学
し

そ
こ
に
通
う
女
性
、
教
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ

の
心
の
動
き
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
探
る
と
い
う
研
究

で
あ
る
。
自
ら
参
加
し
た
幾
度
か
の
公
演
の
写
真
も
交
え
、

調
査
の
結
果
を
紹
介
し
た
。
体
形
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱

い
て
い
た
女
性
が
ダ
ン
ス
を
習
う
う
ち
に
、
理
想
と
は
違
っ

て
も
自
信
を
得
て
、
解
放
さ
れ
て
い
く
姿
に
性
的
な
意
味
で

エ
ン
パ
ワ
ー
さ
れ
た
姿
を
見
出
し
た
と
い
う
。
ユ
ニ
ー
ク
な

発
想
の
テ
ー
マ
に
触
発
さ
れ
て
か
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

　

次
い
で
ア
ブ
デ
ル
ナ
ビ
イ
さ
ん
が
「
反
芻
動
物
に
お
け
る

薬
物
の
消
化
管
吸
収
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
研
究
結
果
を
報
告

し
た
（
浜
崎
委
員
通
訳
）。
反
芻
動
物
の
う
ち
特
に
ヤ
ギ
は
、

乳
や
肉
が
故
国
エ
ジ
プ
ト
で
は
大
切
な
タ
ン
パ
ク
源
と
な
る

こ
と
か
ら
、
疾
病
に
罹
患
し
た
際
に
効
果
的
な
治
療
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
鎮
痛
・
解
熱
剤
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
を
効
果
的
に
用
い
る
た

め
の
基
礎
研
究
と
し
て
、経
口
投
与
と
経
静
脈
投
与
を
行
い
、

そ
の
後
定
期
的
に
採
血
し
て
血
液
中
の
薬
品
の
含
有
量
を
計

測
し
、
体
内
の
薬
剤
量
の
時
間
経
過
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
反
芻
動
物
で
は
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
の
体
内
へ

の
吸
収
が
早
い
こ
と
が
わ
か
り
、
短
い
時
間
間
隔
で
の
投
与

が
必
要
な
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
過
剰
投

与
に
よ
る
肝
機
能
障
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
も
あ
る
た
め
、

さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
報
告
だ
っ
た
。
こ

の
あ
と
彼
女
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ア
ブ
シ
ン
ベ
ル
神
殿
な
ど
エ

ジ
プ
ト
の
観
光
名
所
を
映
像
で
紹
介
し
て
報
告
会
は
終
了
し

た
。二
人
の
奨
学
生
の
今
後
の
研
究
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

人
材
育
成
委
員
会
研
修
会
の
報
告

 

人
材
育
成
委
員
会
事
務
委
員
長　

青　

木　

怜　

子

　

本
年
度
第
一
回
研
修
会
は
、
六
月
十
六
日
午
後
一
時
よ
り

事
務
所
で
開
か
れ
、「
国
際
会
議
と
は
何
か
」
と
題
し
、
人
材

育
成
委
員
長
の
青
木
が
発
議
し
た
。
当
委
員
会
が
国
際
会
議

に
参
加
す
る
女
性
の
育
成
を
目
的
と
す
る
た
め
、
第
一
回
研

修
会
は
、
も
っ
ぱ
ら
国
際
会
議
の
基
本
的
知
識
を
整
理
す
る

意
味
で
、
一
般
に
国
際
会
議
と
さ
れ
る
も
の
の
概
念
を
歴
史

的
推
移
に
基
づ
き
説
明
し
た
。

　

国
際
会
議
を
、
二
、
三
国
間
の
交
渉
で
は
な
く
、
世
界
秩

序
を
構
築
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
れ
ば
、初
の
国
際
会
議
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
三
十
年
戦
争
を
終
結
さ
せ
た
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ

リ
ア
会
議
（
一

六
三
八
）
で
あ

り
、
次
い
で
ウ

イ
ー
ン
会
議

（
一
八
一
五
）、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

会
議
（
一
九
一

八
）、
国
際
連

盟
、
国
際
連
合

に
至
る
ま
で
の

国
際
会
議
の
系

譜
を
辿
っ
た
。

た
と
え
そ
こ

に
、
各
国
間
の

駆
け
引
き
が
あ

れ
、
国
際
会
議

が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
世
界
に
与
え
た
か
、
国
際
関
係
の
脈

絡
を
捉
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

や
が
て
、
現
在
の
国
際
連
合
が
、
従
来
の
国
際
間
の
紛
争

解
決
と
い
っ
た
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
人
権
や
平
等
、
福
祉
、

環
境
、
貧
困
の
撲
滅
等
、
政
治
の
域
を
超
え
、
人
類
普
遍
の

課
題
を
世
界
に
供
し
た
こ
と
に
よ
り
、
N
G
O
の
間
で
も
世

界
会
議
に
積
極
的
に
参
加
す
る
機
会
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
を
説
明
す
る
。

　

一
方
、
国
際
会
議
を
進
行
さ
せ
る
会
議
の
手
順
、
ル
ー
ル
、

発
言
方
式
な
ど
を
も
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
発
言
に
対
す
る

心
構
え
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
概
観
す
る
。
ほ
と
ん
ど

の
課
題
は
、
概
要
的
な
も
の
に
留
ま
っ
た
が
、
基
本
的
な
知

識
と
し
て
、
国
際
会
議
へ
の
入
り
口
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
願
っ
て
い
る
。
参
加
者
は
約
二
〇
名
。
一
時
間
程
度
の

発
議
に
続
き
、
参
加
者
の
間
で
、
体
験
を
踏
ま
え
た
活
発
で

熱
の
こ
も
っ
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
少
な
く
と
も
、
国
際

会
議
に
対
す
る
共
通
の
意
識
が
共
有
で
き
る
場
と
な
っ
た
。

ヴィーナス・チャウさん（中央右）とエマン・アブデルナビイさん（中央左）
を囲んだ報告会出席の方々

研修会で語り合う参加者たち

58年ぶりに鮮明に印刷された会員証の記事

会
員
章
を
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
!!

 

J
A
U
W
会
長　

阿　

部　

幸　

子

　

緑
色
の
会
員
証
の
左
上
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
会
員
章
は
、
大

学
婦
人
協
会
会
報
の
�6
号
（
1
9
5
4
．8
．�
発
行
）
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
1
9
5
4
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
時

の
野
見
山
不
二
会
長
は
、
大
学
婦
人
協
会
50
年
史
（
p
．74
）の

中
に
、
初
め
て
制
定
さ
れ
た
J
A
U
W
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、

「
桂
の
リ
ー
ス
に
囲
ま
れ
た
灯
火
」
の
図
を
便
箋
に
も
刷
り
込

ん
で
販
売
し
、
奨
学
金
の
資
金
の
一
助
に
し
た
と
述
べ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
こ
の
意
匠
は
ト
レ
ー
ス
さ
れ
て
、
葉
の
形
や
灯

火
の
光
の
線
が
整
え
ら
れ
た
も
の
が
今
日
に
受
け
継
が
れ
、
セ

ミ
ナ
ー
報
告
書
、
大
学
女
性
協
会
史
な
ど
の
刊
行
物
、
支
部
の

報
告
書
の
表
紙
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、理
事
会
で
は
、一
般
社
団
法
人
と
し
て
の
ス
タ
ー

ト
に
際
し
、改
め
て
こ
の
会
員
章
を
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
決
定
し
、

J
A
U
W
の
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
、
レ
タ
ー
ヘ
ッ
ド

な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
支

部
の
皆
様
か
ら
、
こ
の
マ
ー
ク
の
使
用
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
原
図
が
保
存
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
鮮
明
な
印
刷
物
か
ら

原
版
を
作
成
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
原
版
の
使
用
を

ご
希
望
の
支
部
等
は
本
部
総
務
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

● 

こ
の
記
事
は
1
9
5
4
年
８
月
１
日
発
行
�6
号
の
会
報
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
員
委
員
会
の
決
定
ま
で
の
努
力
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

＊
総
会
で
お
配
り
し
た
C
D
―
R
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

（
広
報
委
員
会
）
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第
�4
回
守
田
科
学
研
究
奨
励
賞
の
贈
呈
式
が
、
５
月
26
日

に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
行
わ
れ
た
。
受
賞
者
は
、
塩
尻

か
お
り
博
士
（
生
態
学
）
と
藤
田　

恵
博
士
（
腎
臓
・
内
分

泌
学
）
で
あ
る
。

　

塩
尻
博
士
は
1
9
9
6
年
北
海
道
大
学
農
学
部
を
卒
業
、

2
0
0
1
年
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
を
修

了
し
博
士
号（
農
学
）を
取
得
さ
れ
て
い
る
。
米
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
、
京
都
大
学
生
態
学
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
研

鑽
を
つ
ま
れ
、
2
0
1
0
年
よ
り
京
都
大
学
白
眉
セ
ン
タ
ー

特
定
助
教
と
な
ら
れ
て
い
る
。

　

藤
田
博
士
は
1
9
9
7
年
に
東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
を

卒
業
、
2
0
0
4
年
東
京
大
学
医
学
部
大
学
院
医
学
系
研
究

科
博
士
課
程
を
修
了
、
博
士
号
（
医
学
）
を
取
得
さ
れ
て
い阿部会長（中央）、両受賞者を囲む関係者（2012年５月26日）

る
。
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
特
任
研
究
員
、
医
員
な

ど
を
経
て
2
0
0
6
年
に
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
腎

臓
・
内
分
泌
内
科
の
特
任
助
教
と
な
ら
れ
て
い
る
。

　

賞
の
授
与
に
引
き
続
き
両
博
士
の
受
賞
講
演
が
行
わ
れ

た
。
塩
尻
博
士
は
植
物
の
匂
い
成
分
の
生
態
系
に
お
け
る
役

割
、
藤
田
博
士
は
脳
内
酸
化
ス
ト
レ
ス
と
高
血
圧
と
の
関
連

の
お
話
を
、
参
列
者
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
興
味
深
く
か
つ
分

か
り
や
す
く
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。
第
�3
回
守
田
賞
受
賞
者

の
島
田　

緑
博
士
や
受
賞
者
ご
家
族
に
も
出
席
い
た
だ
い
た

祝
賀
会
は
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
、
参
加
者
皆
が
楽
し

く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
14
回　

大
学
女
性
協
会

守
田
科
学
研
究
奨
励
賞

贈　

呈　

式

 

科
学
研
究
奨
励
委
員
会
委
員
長　

今　

野　

美
智
子

一般社団法人 大学女性協会
20�2年度国内奨学生募集要項

　大学女性協会国内奨学金は、優秀な女子学生に学資を給付し、その勉学と研究活動を奨励すること
を目的として、会員その他の寄付によって�948年に設立されたものである。本奨学金は一般奨学金・
社会福祉奨学金・安井医学奨学金の３部門からなる。なお一般奨学生および社会福祉奨学生から、女
性、教育、国際関係分野の研究を行う者１名をホームズ奨学生とする。
　ホームズ奨学金は、大学女性協会の創立に貢献したアメリカ人女性ルル・ホームズ氏を記念して、
�952年に設立されたものである。安井医学奨学金は、医師安井潤氏の遺族による寄付を基に、�99�年
に設立されたものである。
Ⅰ　応　募　資　格
　　一 般 奨 学 生   文部科学省の認可する大学の大学院に在籍１年以上の女子学生で、学業人物

ともに優れた者。
　　社会福祉奨学生   文部科学省の認可する大学の学部・大学院に在籍１年以上の女子学生で、身

体に障害があり、かつ学業人物ともに優れた者。
　　安井医学奨学生   文部科学省の認可する大学の大学院に在籍１年以上の女子学生で、医学・薬

学を専攻し、かつ学業人物ともに優れた者。
　　　　備考　・１大学から各部門１名ずつ応募することができる。
　　　　　　　・過去に当協会の奨学金を支給された者は、再度応募することはできない。
　　　　　　　・在籍年数に休学期間は含まない。
　　　　　　　・社会福祉奨学生は、身体障害者手帳の交付を受けていること。
Ⅱ　支給額及び募集人数
　　一 般 奨 学 生　大学院生　20万円　６名
　　社会福祉奨学生　学 部 生　�0万円
　　　　　　　　　　大学院生　20万円　学部生、大学院生合わせて３名以内
　　安井医学奨学生　大学院生　30万円　１名
　　　　備考　・応募状況により奨学生人数を変更することがある。
　　　　　　　・奨学金は１回限りである。
Ⅲ　提　出　書　類　（ホームページからダウンロードして使用のこと）
　　⑴　履歴書（写真貼付）
　　⑵　一般社団法人大学女性協会国内奨学生推薦書
　　　　・記入者は在籍する大学の学長・学部長・学科長・指導教員のいずれかであること。
　　　　・学長氏名・印又は奨学金担当者職名・氏名・印が必要。
　　⑶　研究・勉学の内容について
　　　　・大学院生は様式A
　　　　・学部生は様式B
　　⑷　研究および活動業績リスト
　　　　・大学院生のみ
　　⑸　学業成績証明書
　　　　・在籍する（直近に在籍した）大学院（学部生は大学）のもの
　　⑹　身体障害状況報告書と身体障害者手帳の写し
　　　　・社会福祉奨学生のみ
　　　　備考　・⑴　⑵　⑶　⑷　⑹　は、所定の様式に従う。
Ⅳ　応募方法および締切り
　　応募者は、応募書類を在籍大学へ提出する。
　　 大学は一括して20�2年８月3�日（金）（当日消印有効）までに、東京都ならびに本協会支部が設置
されていない県の大学は本協会本部に、支部が設置されている道府県の大学は当該支部に応募書
類を提出すること。

Ⅴ　結　果　通　知
　　選考結果は、本人・大学学長・推薦支部長に20�2年��月末日までに通知する。
Ⅵ　その他の留意事項
　　⑴　 一般奨学金、社会福祉奨学金、安井医学奨学金を授与された者は20�4年３月3�日までに本協

会会長宛に「研究成果報告書」を提出すること。
　　⑵　国内奨学金贈呈式は20�3年１月の予定。（詳細は後日通知する）
　　⑶　東日本大震災被災者は、その旨を履歴書・自己紹介書の該当欄に記載することができる。
　　⑷　不明の点は当協会又は当該支部に照会のこと。

一般社団法人　大 学 女 性 協 会
会　　　　　長　　阿部　幸子
国内奨学委員長　　岡部　佳世
社会福祉委員長　　縄田眞紀子

〒�60－00�7 東京都新宿区左門町��番地６の�0�
TEL 03－3358－2882　FAX 03－3358－2889
e-mail：jauw@jauw.org
ホームページ　http://jauw.org/

第15回�大学女性協会守田科学研究奨励賞

受賞候補者募集要項

趣　　旨： 本賞は、化学教育者・故守田純子氏から遺贈された資金をもと
にして、自然科学を専門とする女性科学者の研究を奨励し、科
学の発展に貢献する人材を育成することを目的として、�998年
に設けられたものです。

対　　象： 自然科学分野において、優れた研究成果をあげており、科学の
発展に貢献することが期待される40歳未満（応募締切日現在）
の女性科学者を対象とします。

授賞件数：年　２件　以内
　　　　　賞状および副賞50万円を贈呈します。
提出書類：１．研究題目とその概要、今後の展望および抱負
  　　（A4判２頁以内）
  ２．推薦状
  ３．履歴書（写真貼付）
  ４．研究業績リスト
  ５．主要な論文５編以内の別刷り、それぞれ３部
  　　（論文別刷りはコピーでも可、返却しません）

応募締切日：20�2年��月30日（金）　（必着）
選考結果の通知：20�3年３月

書類送付先・連絡先：一般社団法人　大学女性協会
　　　　　　　　　　〒�60－00�7　東京都新宿区左門町��番地6－�0�
　　　　　　　　　　Tel：03－3358－2882　　Fax：03－3358－2889
　　　　　　　　　　http://www.jauw.org
　　　　　　　　　　e-mail：jauw@jauw.org

事業委員会からお知らせ
☆　ミニバザーとオープンルームを大学女性協会事務所で開催いたします。
　　毎月第１水曜日　��時～�3時30分（８月と１月はお休み）
　　どなたでもお気軽にお立ち寄り下さい。お待ちしています。
☆　観劇の予定　 日時と演目決定次第募集のご案内を致します。お知らせをご希望の方

は事務所までお申し出下さい。お送りいたします。
　　�0月23日（火）  国立劇場　歌舞伎　　坂東三津五郎主演「塩原太助一代記」
  �2時開演　１等B席　6,�00円　先着20名（締切8/28）
　　��月2�日（水）  国立能楽堂「狂言の会」
  ６時30分開演　正面　4,500円　先着�5名（締切9/20）
　　・トナカイオペラ　��月　「ラ・トラヴィアータ」
　　・歌舞伎　�2月（中村吉衛門主演）１月（尾上菊五郎主演）
☆　見学会の予定　20�3年４月　　小石川植物園見学　（講師案内付）

お問い合わせ、お申し込みは事務所まで　Tel：03－3358－2882
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20�2年度　　収支予算書（正味財産増減計算書ベース）＊
（20�2年４月１日～20�3年３月3�日） （単位：円）

＊この予算書は６月２日に理事会で承認された補正予算書です

東日本大震災災害地支援事業のご報告

　皆様から貴重なご寄付をいただき、高校生奨学金の事業を
運営出来ましたことを感謝申し上げます。
　心からお礼申し上げ、会計報告をいたします。

20��年度　内訳と金額

収　
　
　

入

本部会計より  １，０００，０００円
JAUW会員から  ３，２３２，３２７円
IFUW関係から  ５１９，０４８円
（Hegg Hoffet 奨学金を含む）
一般個人・団体から  ３４６，９００円
チャリティコンサート  ３８５，０１９円
利子  ４９２円

　　合計  ５，４８３，７８６円

支　

出

宮城県共同募金へ  １，０００，０００円
20��年度奨学金※  ３５０，０００円
　５人×７ヶ月分（９月～20�2年３月）
Hegg Hoffet 奨学生へ  ３００，０００円
手数料  １５，０００円

合計  １，６６５，０００円

次年度への繰り越し金  ３，８１８，７８６円

  ※奨学生５人（３年生３名、１年生２名）
　３年生は無事卒業し３名の進学が決定しましたので、今後
２年間の支援を続ける予定です。
　また、年度を超しましてからも女性コーラスグループから
35万円、新法人スタート記念コンサートのバイオリニスト久
保陽子様から30万円のご寄付がありました。
　今後も入金口座はそのまま開設しておりますので、引き続
きご支援をよろしくお願いいたします。
  特設委員会委員長　高田武子

支部交流・親睦旅行へのお誘い
　今年も支部交流・親睦旅行を下記のように企画いたしまし
た。今回は大学女性協会の25支部の中で最西端の長崎支部を
訪ねて、異国情緒あふれる名所旧跡を２泊３日で巡る旅へお
誘いいたします。日ごろお会いしてゆっくりお話しする機会
の少ない支部の方々と楽しい時間を過ごしながら親睦を深
めることを目的としています。皆様お誘い合わせの上、大勢
の方のご参加をお待ちしております。

長崎支部を訪ねて２泊３日の旅
日時：20�2年��月26日（月）～28日（水）
スケジュール（全行程バスを利用。天候、道路状況等により
若干の変更もあります）
第１日： 長崎空港（��：00）― 長崎駅前（��：40）― 史跡

料亭花月にて昼食 ― 三菱重工史料館 ― 長崎原爆
資料館 ― 車窓より浦上天主堂など ― 二十六聖人
殉教地 ― ルークプラザホテル

第２日： 大浦天主堂 ― グラバー園 ― 孔子廟 ― 四海楼にて
昼食（長崎ちゃんぽん）― 西海パールシーリゾー
ト（九十九島遊覧船に乗船）― 佐世保駅 ― 旅亭平
戸彩月庵

第３日： 生月博物館島の館 ― 生月大観音 ― 平戸観光（松
浦史料博物館・ザビエル記念教会） ― 平戸海上ホテ
ルにて昼食 ― 平戸物産館 ― 佐世保駅 ― 長崎空
港（�6：50予定）― 長崎駅（�8：00予定）

参加費：おおよそ55,000円（30名参加の場合）
　　　　 宿泊費（夕食、朝食付）、昼食３回　入園入場料、バ

ス代金をふくみます
オプションとして五島列島観光１泊２日（��月29～30日、教
会巡りを中心に貸切タクシーで現地巡礼ガイド付き観光）も
ご用意しております。ご希望の方はお申し出下さい。

申込み締切： 20�2年９月�0日　（キャンセルは��月５日まで
にお願いします）

　　　　　　 電話またはファックスで事務所にお申し込み
ください。グループでのご参加も大歓迎です。
参加人数が決まり次第、お申し込みの方に詳し
いご案内をお送りいたします。

申込み・問合わせ：（一社）大学女性協会事務所まで
　 Tel：03-3358-2882　Fax：03-3358-2889

  （一社）大学女性協会　
  事業委員会

科　　　　目 当 年 度 前 年 度 増　　減
Ⅰ　資　産　の　部
　１　流　動　資　産
　　　 現 金 780，358 2，496，366 △1，716，008
　　　 預 金 7，599，544 10，597，458 △2，997，914
　　　 郵 便 振 替 1，648，220 885，710 762，510
　　 流 動 資 産 合 計 10，028，122 13，979，534 △3，951，412
　２　固　定　資　産
　（１） 基 本 財 産
　　　 事 業 基 金 44，600，000 44，600，000 0
　　　 ホ ー ム ズ 基 金 2，000，000 2，000，000 0
　　　 国 際 奨 学 金 基 金 40，000，000 40，000，000 0
　　　　　 基 本 財 産 合 計 86，600，000 86，600，000 0
　（２） 特 定 資 産
　　　 セミナー・研究等活動資金 8，500，000 10，054，830 △1，554，830
　　　 国 内 奨 学 金 4，930，259 6，617，259 △1，687，000
　　　 安 井 医 学 奨 学 金 4，849，457 5，146，055 △296，598
　　　 ホ ー ム ズ 奨 学 金 325，574 325，119 455
　　　 東 日 本 災 害 支 援 金 3，818，786 0 3，818，786
　　　 守 田 科 学 研 究 奨 励 金 20，764，157 21，963，124 △1，198，967
　　　 国 際 奨 学 金 9，686，870 11，718，647 △2，031，777
　　　 若 手 会 員 育 成 金 3，763，144 4，044，560 △281，416
　　　 支 部 事 業 活 動 準 備 金 5，338，894 5，748，572 △409，678
　　　 事 務 所 修 繕 積 立 金 0 400，890 △400，890
　　　　　 特 定 資 産 合 計 61，977，141 66，019，056 △4，041，915
　（３） そ の 他 固 定 資 産
　　　 土 地 36，400，024 36，400，024 0
　　　 建 物 11，668，776 11，949，576 △280，800
　　　 什 　 器 　 ・ 　 備 　 品 300，000 350，000 △50，000
　　　　　 そ の 他 固 定 資 産 合 計 48，368，800 48，699，600 △330，800
　　 固 定 資 産 合 計 196，945，941 201，318，656 △4，372，715
　　 資 産 合 計 206，974，063 215，298，190 △8，324，127
Ⅱ　負　債　の　部
　１　流　動　負　債
　　　 前 受 金 1，104，500 0 1，104，500
　　　 流 動 負 債 合 計 1，104，500 0 1，104，500
　２　固　定　負　債
　　　 事 務 所 修 繕 引 当 金 0 400，500 △400，500
　　 固 定 負 債 合 計 0 400，500 △400，500
　　 負 債 合 計 1，104，500 400，500 704，000
Ⅲ　正味財産の部
　 一 般 正 味 財 産 の み
　　　 一 般 正 味 財 産 合 計 205，869，563 214，897，690 △9，028，127
　　　 （うち基本財産への充当額） （86，600，000） （86，600，000） 0
　　　 （うち特定資産への充当額） （61，977，141） （66，019，056） 4，041，915
　　　 正 味 財 産 合 計 205，869，563 214，897，690 △9，028，127
　　　 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 206，974，063 215，298，190 △8，324，127

（単位：円）

科　　　　目 当 年 度 前 年 度 増　　減 備　　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経 常 増 減 の 部
　　　（１） 経 常 収 益
　　　　　 基 本 財 産 運 用 益
　　　　　　 基 本 財 産 受 取 利 息 0 250，000 △250，000
　　　　　 特 定 資 産 運 用 益
　　　　　　 特 定 資 産 受 取 利 息 240，000 180，000 60，000
　　　　　 受 取 入 会 金 30，000 30，000 0 1000×30口
　　　　　 受 取 会 費
　　　　　　  会 費 7，000，000 7，020，000 △20，000 7000×1000口
　　　　　　 賛 助 会 員 会 費 60，000 60，000 0 6000×10口
　　　　　 支 部 活 動 費 1，674，000 2，518，500 △844，500
　　　　　 事 業 収 益
　　　　　　 セ ミ ナ ー 等 事 業 収 益 180，000 450，000 △270，000
　　　　　　 シンポジウム・講演会・講座事業収益 128，500 340，000 △211，500
　　　　　　 国 際 奨 学 金 事 業 収 益 50，000 50，000 0
　　　　　　 表彰事業（守田科学奨励金）収益 90，000 90，000 0
　　　　　　 会 員 事 業 活 動 収 益 2，550，000 1，110，000 1，440，000
　　　　　　 新 春 の つ ど い 事 業 収 益 800，000 780，000 20，000
　　　　　　 文 化 交 流 事 業 収 益 150，000 50，000 100，000
　　　　　 総 会 事 業 収 益
　　　　　　 本 部 総 会 事 業 収 益 450，000 600，000 △150，000 3000×150名
　　　　　　 支 部 総 会 事 業 収 益 205，500 245，000 △39，500
　　　　　 そ の他の行事参加費収益 1，485，000 1，291，000 194，000
　　　　　 受 取 補 助 金 等
　　　　　　 受 託 事 業 0
　　　　　　 補 助 金 収 益 50，000 100，000 △50，000
　　　　　　 受 取 負 担 金 0 0
　　　　　　 受 取 寄 付 金 1，725，000 531，000 1，194，000
　　　　　 雑 収 益
　　　　　　 受 取 利 息 4，150 23，725 △19，575
　　　　　　 そ の 他 収 益 241，000 390，000 △149，000
　　　　 経 常 収 益 計 17，113，150 16，109，225 1，003，925
　　　（２） 経 常 費 用
　　　　　 事 業 費
　　　　　　 給 料 手 当 1，800，000 1，237，500 562，500
　　　　　　 臨 時 雇 賃 金 100，000 0 100，000
　　　　　　 会 議 費 1，856，500 2，887，000 △1，030，500
　　　　　　 会 場 費 2，567，220 1，908，000 659，220
　　　　　　 旅 費 交 通 費 2，138，510 2，134，000 4，510
　　　　　　 通 信 運 搬 費 794，180 1，759，300 △965，120
　　　　　　 建 物 減 価 償 却 費 224，640 210，600 14，040
　　　　　　 什 器 減 価 償 却 費 40，000 0 40，000
　　　　　　 消 耗 什 器 備 品 費 120，000 100，000 20，000
　　　　　　 消 耗 品 費 907，440 1，051，000 △143，560
　　　　　　 修 繕 費 0 0 0
　　　　　　 印 刷 製 本 費 1，820，500 1，915，000 △94，500
　　　　　　 光 熱 水 料 費 100，000 90，000 10，000
　　　　　　 租 税 公 課 128，000 120，000 8，000
　　　　　　 諸 謝 金 1，022，000 1，302，000 △280，000

科　　　　目 当 年 度 前 年 度 増　　減 備　　　　考
　　　　　　 研 修 費 255，000 384，000 △129，000
　　　　　　 支 払 負 担 金 2，119，200 2，155，900 △36，700 含む IFUW分担金170万円
　　　　　　 支 払 助 成 金 5，000 0 5，000
　　　　　　 支 払 寄 付 金 20，000 30，000 △10，000
　　　　　　 支 払 奨 学 金 6，385，000 4，876，000 1，509，000 含む東日本大震災支援奨学金
　　　　　　 支 払 奨 励 金 1，000，000 1，015，000 △15，000
　　　　　　 調 査 研 究 費 720，000 1，008，000 △288，000
　　　　　　 諸 会 費 379，000 79，000 300，000
　　　　　　 図 書 ・ 資 料 購 入 費 49，000 27，000 22，000
　　　　　　 雑 費 313，850 416，520 △102，670
　　　　　 管 理 費
　　　　　　 給 料 手 当 400，000 412，500 △12，500
　　　　　　 臨 時 雇 賃 金 100，000 0 100，000
　　　　　　 会 議 費 10，000 10，000 0
　　　　　　 会 場 費 50，000 50，000 0
　　　　　　 旅 費 交 通 費 1，000，000 1，200，000 △200，000
　　　　　　 通 信 運 搬 費 350，000 150，000 200，000
　　　　　　 建 物 減 価 償 却 費 56，160 70，200 △14，040
　　　　　　 什 器 減 価 償 却 費 10，000 0 10，000
　　　　　　 消 耗 什 器 備 品 費 30，000 25，000 5，000
　　　　　　 消 耗 品 費 350，000 350，000 0
　　　　　　 修 繕 費 0 100，000 △100，000
　　　　　　 印 刷 製 本 費 350，000 100，000 250，000
　　　　　　 光 熱 水 料 費 20，000 30，000 △10，000
　　　　　　 保 険 料 0 3，000 △3，000
　　　　　　 諸 謝 金 200，000 220，000 △20，000
　　　　　　 租 税 公 課 32，000 40，000 △8，000
　　　　　　 支 払 負 担 金 65，000 81，300 △16，300
　　　　　　 図 書 ・ 資 料 購 入 費 0 10，000 △10，000
　　　　　　 雑 費 100，000 150，000 △50，000
　　　　  経 常 費 用 計 27，988，200 27，707，820 280，380
　　　　 当 期 経 常 増 減 額 △10，875，050 △11，598，595 723，545
　 ２　経 常 外 増 減 の 部
　　　（１） 経 常 外 収 益
　　　　　 経 常 外 収 益 計
　　　（２） 経 常 外 費 用
　　　　　 経 常 外 費 用 計
　　　　　 当 期 経 常 外 増 減 額
　　　　 他 会 計 振 替 額
　　　　　 当 期一般正味財産増減額 △10，875，050 △11，598，595 723，545
　　　　　 一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 205，869，563 212，405，687 △6，536，124
　　　　　 一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 194，994，513 200，807，092 △5，812，579

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　 当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 の 部 0
　　 指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 0
　　 指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 0

Ⅲ　正味財産期末残高 194，994，513 200，807，092 △5，812，579
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